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株式会社宮崎太陽銀行 

 
株式会社宮崎太陽銀行の 

キャッシュレスサービスの拡大に向けた取組み推進について 
 
 
 株式会社宮崎太陽銀行（頭取 林田 洋二）は、Ｊペイメントサービス株式会社（代表取締役社長 
大原 雅彦、以下「Ｊペイメントサービス」）と業務提携し、宮崎県の流通小売業・飲食業・宿泊サ 
ービス業向けのキャッシュレスサービスの拡大に向けた取組みを推進することとしましたのでお知 
らせいたします。 
 
 2020 年東京オリンピック・パラリンピック開催により、訪日外国人観光客の増加が見込まれる中、 
宮崎県内においても海外チームの合宿、プロ野球やプロサッカーのキャンプ、ゴルフトーナメント等 
のスポーツイベントによる訪日外国人観光客や県外観光客の増加が見込まれ、キャッシュレス決済の

重要性も高まっております。 
当行は、地域のお客さまに対して、訪日外国人観光客、県外観光客にとって利便性の高い決済イン 

フラを整備することで、キャッシュレス決済を推進してまいります。 
 なお、キャッシュレス決済の推進については、高い導入コスト・決済手数料、煩雑な事務（注１） 
や資金の立替期間（注２）などの課題がありましたが、今回、当行とＪペイメントサービスが共同で、

キャッシュレス決済推進上のこのような課題解決が可能な決済インフラの導入に努めてまいります。 
 また、国内の主要なクレジットカード以外にも韓国ローカルカード（新韓カード、ＫＢ国民カード）

（注３）や台湾金融カードショッピングサービス（注４）、中国で普及するＱＲコード決済（アリペ

イ、ウィーチャットペイ）（注５）、「Visa」「MasterCard」「JCB」の NFC 対応による非接触決済サ

ービスもご利用いただけるようになります。 
 
 当行は、観光消費の取込みに必要不可欠なキャッシュレス決済環境の整備に取組み、地元経済の活

性化に貢献してまいります。 
 
 

以 上 
 

 
 

本件に関するお問い合わせ先 
営業企画推進部 営業企画グループ 外山 

TEL 0985-60-6233  FAX 0985-60-7050 
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「Jペイメントサービス」は、クレジットカード会社、電子マネー事業者とのご契約を
一元化いたします。ご入金は一括でお支払い可能ですので、企業様は債権管理、入金管
理にかかる手間やコストを大幅に削減可能です。

加盟店様

契約は1社のみ

5大国際ブランド、
ディスカバー、中国銀聯、

韓国ローカルカード、台湾ローカルカード
全てに対応

■入金日
■手数料率
■ご入金明細
■問合せ先

注１ おまとめ入金サービス
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注２ 早期入金サービス

クレジットカードのご入金は、通常、月2回ですが、資金化までのリードタイムが長いことで、企業様の
キャッシュフローの悪化を招くこともあります。「Jペイメントサービス」は最短5営業日でご入金、月
最大6回のご入金を実現し、貴社のキャッシュフロー改善をご支援いたします（サービス手数料が別途かかります）。

【通常（15日・末日）締め・入金の場合のスケジュール・イメージ】
当月 翌月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 15
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

①

②

当月 翌月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

①

②

③

④

⑤

⑥

～

～

入
金

入
金

入
金

入
金

入
金

入
金

1日～15日
入
金

16日～末日 入
金

【早期入金サービス（五十日全て）お申込の場合のスケジュール・イメージ】
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注3 韓国ローカルカード

クレジットカード利用率が65%の韓国を代表する２大ブランドの加盟店サービスを日本国内で
提供し、購買率＆集客率増加を図ります。

新韓（シンハン）カード

○会社概要
・会社設立：1985年12月17日
・資本金：626億円
・売上：4,599億円 営業利益：942億円
・取扱高：約11.3兆円/年
・海外利用取扱高：約2,490億円/年

※2016年末基準

会員数（全体）
約2,500万人
内、ローカルカード会員
約1,000万人

ＫＢ国民カード

○会社概要
・会社設立：2011年3月2日
・資本金：460億円
・売上：3,021億円 営業利益：411億円
・取扱高：約9.9兆円/年
・海外利用取扱高：約1,800億円/年

※2016年末基準

会員数（全体）
約1,850万人
内、ローカルカード会員
約1,000万人
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注４ 台湾金融カードショッピングサービス

■台湾金融カード：台湾の金融機関が発行するキャッシュカード（約9,000万枚）※1

■台湾金融カードショッピングとは：台湾金融機関が発行する台湾金融カードで、国内および海外※2

の加盟店でショッピングを行うことができるサービス

台湾金融機関大手の18行が発行する5,280万枚の
キャッシュカードが日本で利用可能
(流通カード全体の57％で、台湾人ひとりあたり2.2枚保有している計算）

台湾金融カードのサンプル

海外利用機能発行の金融機関

※1 台湾金融カードは、すべてIC専用(MSなし)
のカード

※2 現在は日本のみ。2016年より香港の一部
ATMでもキャッシング利用可能。
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ＷｅＣｈａｔ（微信）のアカウント数は約１３億、

月間アクティブユーザーは約９億人。

「チャット」「無料通話」「ボイスメッセージ」「ブログ」など

多岐にわたるコミュニケーション機能やウォレット機能

を備えています。

※㈱NTTデータ提供

Alipayの利用者は約4.5億人、一日の平均取扱件数は

4,500万件。金融サービスとして、預貯金の出し入れ、

個人間送金、公共料金支払の機能なども備えています。

※㈱NTTデータ提供

バーコード決済（QRコード決済）は、近年中国を中心に普及する、スマートフォンを利用した
新しい決済方法です。中国の消費者に最も親しまれており、中国からのインバウンド客の獲得
に欠かせない決済手段です。
「Jペイメントサービス」ではこの2大ブランドの導入のお手伝いが可能です。

注5 中国ＱＲコード決済

ウィーチャットペイ

アリペイ
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＜ご参考＞決済サービス提供内容

《韓国・台湾のお客様》
韓国ローカルカード

（新韓カード、KB国民カード)
台湾金融カードショッピングサービス

《ヨーロッパ・オセアニア・アメリカ大陸などのお客様》
Visa pay wave、MasterCard Paypass

■県内の小売業・飲食業・宿泊サービス
業様へ「CAFIS Arch端末機」を提供予定。

《国際カードをお持ちの国内・海外のお客様》

Visa、Mastercard、JCB、AmericanExpress、Diners、DISCOVER

《中国のお客様》
銀聯カード、WeChat Pay、ALIPAYNFC非接触

決済サービス



© 2018 J Payment Service Corporation

社名 :Jペイメントサービス株式会社
英文 ：Japan Payment Service CO., LTD.

本社所在地 ：〒812-0011
福岡市博多区博多駅前４丁目３番１８号

電話番号 ：092-452-4431

代表者 ：代表取締役社長 大原 雅彦
設立年月日 ：2017年7月6日
資本金 ：1億円
株主 ：九州カード、 NTTデータ他

事業内容 ：決済関連ソリューションの提供・
決済代行事業・各種金融サービス提供

公式サイト ： http://www.jpayment.co.jp

＜ご参考＞Ｊペイメントサービス 会社概要




